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阿武隈川河口部堤防復旧事業着工式について
国 土 交 通 省 東 北 地 方 整 備 局
仙 台 河 川 国 道 事 務 所

１．阿武隈川の概要
阿武隈川は、福島・栃木両県にまたがる那須連

峰の旭岳に源を発し、福島県の中通り地方と宮城
県の県南地方を南から北に縦断し、宮城県亘理町
荒浜で仙台湾に注ぐ幹川流路延長２３９ｋｍの我
が国第６位の大河川です。
阿武隈川下流部の岩沼市や角田市は各種工場が

集積しており、製造品出荷額や従業員数で宮城県
内の重要な位置を占めています。また、国道４号、
国道６号、仙台東部道路、常磐自動車道、東北本
線、仙台空港等、交通の要衝となっています。
また阿武隈川下流部は幾度となく大規模な洪水

被害に見舞われており、近年では昭和６１年８月
や平成６年９月等大きな浸水被害を受けました。
このため、水害常襲地帯の被害軽減に向け、堤防
の質的整備や内水対策としての分水路及び排水機
場設置等の治水対策に取り組んで来たところであ
ります。
〈図－１〉

２．東北地方太平洋沖地震による被害状況
平成２３年３月１１日発生の東北地方太平洋沖
地震（岩沼市内で震度６弱を観測）により、阿武
隈川においても河口部を中心として、津波による
堤防決壊や、堤防の亀裂・沈下、樋管の損傷等の
被害が多数発生しました。
阿武隈川を遡上した津波は、河口から約１０ｋ
ｍ上流に位置している阿武隈大堰のゲートを越流
したほか、海岸線から侵入した津波は、沿岸の松
林をなぎ倒しながら内陸側約５ｋｍまで達した場
所もあります。
〈写真－１〉

３．暫定復旧工事、および堤防整備計画の概要
震災直後から堤防決壊箇所等の緊急復旧工事に
着手し、平成２４年度出水期までに被災前と同程
度の治水安全度（地盤沈下を含む）を確保するた
めの暫定復旧工事を実施しました。　
一方、平成２３年１２月には、海岸堤防と一連
となって効果を発揮する河川堤防を整備する方針
が示され、阿武隈川河口部においては従前の計画
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堤防高に１．０ｍを加えたＴＰ＋７．２ｍの新たな
計画堤防高で整備することとなりました。また、
新たな堤防構造として、海岸に近い一定区間の堤
防は、堤防天端や裏法面等を強化した、いわゆる
「粘り強い構造の堤防」で整備する計画としてい
ます。
この堤防整備事業は、築堤延長約 4.7 ｋｍ、水

門と樋管の改築各１箇所であり、平成２７年度の
完了を予定しています。
〈図－２〉

４．阿武隈川河口部堤防復旧事業着工式
阿武隈川河口部の堤防整備が沿川地域の早期復
興と、安全安心なまちづくりに貢献することを祈
念し、岩沼市・国土交通省東北地方整備局仙台河
川国道事務所共催による着工式が、岩沼市新浜地
区の河川敷において、平成２５年１月１９日に執
り行われました。
当日は天候にも恵まれ、松下国土交通大臣政務
官、山田治水課長、地元選出国会議員、井口岩
沼市長をはじめ事業区域の地元代表の方々、関
係機関、及び工事関係者約４０名の出席を賜り
ました。
最初に東日本大震災により犠牲となられた多
くの方々のご冥福を祈り黙祷を捧げ、国土交通
大臣政務官と岩沼市長の挨拶、続いて来賓の祝
辞をいただき、その後、仙台河川国道事務所長
が事業概要説明を行いました。
〈写真－２、３〉
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挨拶等のなかでは、今回の事業区間の左岸直上
流に位置し、震災発生の直前に概成した「寺島堤
防」が、避難した住民約６０名の方々を津波から
救った状況も伝えられました。当地区の町内会長
からの「寺島堤防に避難後、海と川から迫る津波
を見た瞬間に、もうダメだという思いが頭をよ
ぎった。堤防が丈夫で良かった。町内で犠牲者が
出なかったのは寺島堤防のおかげで、大変助かり
ました。」という談話も紹介され、防災における

堤防整備の重要性が再認識されました。
〈写真－４，５〉
最後に来賓者による鍬入れを行い滞りなく式典
を終了しました。
式典に引き続き、当地域に伝わる「早股熊野神
楽」が披露されました。毎年この神楽が奉納され
ている熊野神社は、仙台藩祖伊達政宗の命を受
け、阿武隈川に接続する貞山運河（木曵堀）の開
削や、旧北上川の改修等、地域の発展を支える治
水事業に偉業を残す「川村孫兵衛」が再建立した
と伝えられる社でもあります。この式典にあわせ
ての演舞も感慨深いものがあると思いをめぐらせ
ながら、事業の着工を祝いました。
今後は沿川自治体の復興計画とも整合を図りな
がら、早期の堤防整備による治水安全度向上を目
指すとともに、地域の復興・発展を願い、本事業
の推進に取り組んで行きたいと考えています。
〈写真－６、７〉

写真―3　事務所長による事業概要説明
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旧北上川河口部堤防護岸復興着工式について
～　石巻市の復興まちづくりと共に　～

北 上 川 下 流 河 川 事 務 所

１．はじめに
宮城県石巻市に位置する旧北上川河口部は、無

堤部であったことから東日本大震災の津波により
甚大な被害をうけたものです。これをうけ北上川
下流河川事務所では、旧北上川河口部の抜本的な
復旧復興事業を石巻市の復興計画と連携を図り、
平成２７年度の完成を目指し取り組んでおりま
す。
この度、地域のご理解と護岸工事の準備が整っ

たことから、「旧北上川河口部堤防護岸復興着工
式」を北上川下流河川事務所と石巻市の共催で平
成２５年１月２７日（日）に開催いたしました。

２．北上川の概要

北上川は、岩手県御堂を源流として、二つの河
口（追波湾と石巻湾）を持つ流路延長２４９ｋｍ
の一級河川です。
北上川は、元々は石巻湾に注いでおりましたが、
明治以降の新川掘削により、現在の流路となった
ものです。
北上川は古くから、伊達藩の物流拠点として明
治中期以降水産業の集積が進み川湊として栄えた
歴史があります。現在でも、宮城県北部の地域は、
北上川から農業・工業用水等恩恵を受けているほ
か、地域の風土文化等、地域との関わりが深い河
川となっております。

３．北上川の河川改修
北上川は、伊達政宗の命を受けた川村孫兵衛ら
による河川改修が行われており、北上川本川、旧
迫川、江合川の三川を付替えた事業が有名です。
その後、明治以降の河川改修では、追波湾への
放水路である新北上川の開削、上流江合川の鳴瀬
分水など国の治水対策として経済集積地である石
巻への洪水を集中させない方策がとられてきまし
た。
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４．東日本大震災による旧北上川河口部の被害状況
東日本大震災と津波により宮城県第２位の都市

である石巻市は、被災自治体の中で最も甚大な人
的被害を被りました。市の面積の１３％に相当す
る 7300ha が津波で浸水し、市の中心部でもほと

んどが水没いたしました。
旧北上川河口部では、標高８．４ｍに達する津
波痕跡が確認され、１０m近い高さの津波が海
岸や河川沿いを襲い、低平地奥地まで侵入いたし
ました。

伊達宗直が急流緩和の
ための改修を実施
（１６０５年～１６１０年）

川村孫兵衛が急流緩和の
ための改修を実施
（１６２３年～１６２６年）

川村孫兵衛が北上川と
江合川、迫川を合流させて
整理統合（１６１６年～）

江戸時代の改修工事

江戸時代の改修工事

③洪水時の旧北上川への流量を
低減するための放水路として開削
（１９１１年～１９３４年）

①洪水時の江合川及び旧北上川へ
の流量を低減するために開削
（１９３３年～１９５７年）

②洪水時の旧北上川への流量を
低減するための分派施設
（１９１１年～１９３４年）
※ゼロ分派施設が２００７年に完成

明治以降の改修工事

明治以降の改修工事

北上川第一期改修事業（Ｍ４４～Ｓ９） 新川開削当時の様子（柳津～飯野川）
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 旧北上川河口部の浸水状況
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５．旧北上川河口部の災害復旧事業
発災後から応急復旧、機能復旧を進めてまいり

ましたが、中心市街地沿川は、堤防未整備区間で
あったことから、明治三陸津波相当に耐えられる
ような堤防を概ね５カ年で整備することいたしま
した。
堤防高は、計画洪水、計画高潮、明治三陸津波

のうち最も高くなる高さに対応して決められてお
り、旧北上川河口部では海岸堤防と同じ標高　Ｔ
Ｐ＋７．２ｍ、中心市街地では標高　ＴＰ＋４．５
ｍで計画いたしました。

６．旧北上川河口部堤防護岸復興着工式
国土交通省東北地方整備局北上川下流河川事務

所と石巻市の共催により「旧北上川河　口部堤防
護岸復興着工式」が平成２５年１月２７日（日）
石巻市立湊小学校体育館を会　場として開催いた
しました。。
着工式には、松下新平国土交通大臣政務官、地

元選出国会議員、県・市議会議員、関係機関、地
元町内会長をはじめ総勢約７０名の方々にご出席

をいただきました。
式典では、震災犠牲者に黙祷を捧げた後、松下
国土交通大臣政務官から「石巻市のか　わまちづ
くり元年として全国にアピール出来るよう、一日
も早い復興を果たしたい」と力強い挨拶をいただ
いた。石巻市の亀山市長は、「津波・高潮から市
街地を守る堤防は生活再建に必要不可欠であり、
川と一体となったまちづくりを進めたい」と挨拶
されました。

旧北上川を遡上する津波

旧北上川 河口部堤防計画

○河口部の河川堤防高は、海岸堤防高と整合を図りながら、洪水、高潮、津波（「施設計画上の津
波」）に対して必要とされる堤防高のうち最も高い堤防高を区間ごとに設定する。

○「最大クラスの津波」については、津波防災まちづくり等と一体とした減災を目指す。

←
真
野
川

海岸計画堤防高 河口部計画堤防高 （1.6k）
（新）TP7.2m
（旧）TP6.2m

（新）①TP7.2m

（旧）TP4.1m （新）②TP4.5m TP4.1m
（1.9k）

（石巻大橋（3.4k）

（0.2k～0.6k）

←
真
野
川

海岸計画堤防高 河口部計画堤防高 （1.6k）
（新）TP7.2m
（旧）TP6.2m

（新）①TP7.2m

（旧）TP4.1m （新）②TP4.5m TP4.1m
（1.9k）

（石巻大橋（3.4k）

（0.2k～0.6k）

海岸計画堤防高 河口部計画堤防高 （1.6k）
（新）TP7.2m
（旧）TP6.2m

（新）①TP7.2m

（旧）TP4.1m （新）②TP4.5m TP4.1m
（1.9k）

（石巻大橋（3.4k）

（0.2k～0.6k）

計画堤防高 ＴＰ７．２ｍ

内水排除のため
ポンプ所設置

（背後地の自治体）

Ｐ

築堤・護岸Ｌ＝３４７０ｍ

築堤・護岸Ｌ＝４，６３０ｍ

TP7.2m

TP7.2m

TP4．5m

TP4．5m

TP7.2m
～4.5m

TP7.2m
～4.5m

TP4．１m

築堤・護岸延長約８．１ｋｍ
導流堤延長約１．２ｋｍ
全体延長９．３ｋｍ

河口部の堤防横断イメージ

堤防設置（本復旧）

海岸堤防

TP7.2m

河川堤防

導流堤L=７３０ｍ

導流堤L=４８０ｍ

TP7.2m

海岸堤防
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その後、来賓からの挨拶の後、佐藤克英北上川
下流河川事務所長より「旧北上川河口部堤防護岸
復興事業」、石巻市の星正俊震災復興部長より「石
巻市の復興まちづくり」について事業説明が行わ
れました。佐藤事務所長からは、「平成２７年度
の完成を目指し事業を進めたい」石巻市の星部長
からは、「河川堤防を活かしたまちづくりを目指
したい」との説明がありました。
地域を代表して、コンパクトシティいしのまき・

まちなか創世協議会の浅野会長（石巻商工会議所
会頭）より「石巻の良さを残しつつ、他の所にな
いすばらしい中心市街地を作っていきたい」と復
興工事への期待を述べていただきました。
最後に、ご来賓の代表者及び松下国土交通大臣

政務官、石巻市長、水管理・国土保全局長、東北
地方整備局長らによる鍬入れを行い無事式典を終
了することが出来ました。
式典終了後に、護岸基礎となる採石に寄せ書き

コーナーに立ち寄っていただき、復興に寄せる

メッセージを書いていただきました。

７．おわりに
旧北上川河口部の堤防護岸の復興事業は、平成
２７年度の完成を目指し石巻市の復興　まちづく
りと連携を図りながら進めてまいります。さらに、
事業の早期完成を目指し職員一同、地域の方のご
理解をいただきながら復興事業を進めてまいりま
すので、これからも復興事業へのご支援ご協力を
よろしくお願いいたします。　

 国土交通大臣政務官挨拶 主催者・来賓による鍬入れ式

護岸の基礎石にメッセージを寄せていただきました　
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長安口ダム改造事業起工式

国土交通省四国地方整備局那賀川河川事務所

１．はじめに
長安口ダムは、一級河川那賀川上流に位置し、

洪水調節・発電・灌漑を目的とした那賀川水系唯
一の多目的ダムで、昭和 31 年に徳島県により建
設された重力式コンクリートダムです。
下流には、阿南平野が広がり、県内 2番目の人

口を要する阿南市が位置しており、木材産業や農
業が盛んで、近年では科学製品や電子機器の企業
が進出しています。
那賀川流域は、年間降水量 3,000mmを越える

日本有数の多雨地帯であり、流域では度重なる洪
水による浸水被害が発生する一方、平成 7年以降
ほぼ毎年取水制限が実施されるなど渇水被害も頻
発しています。那賀川におけるこのような状況を
解消するため、平成 19 年 4 月から長安口ダムの
管理を国土交通省に移管し、那賀川の治水・利水
機能の向上を図ることを目的にダム改造事業に着
手しました。そして、平成 24 年度よりダム本体
の改造工事に着工する運びとなり、平成 25 年 1
月 26 日に起工式を行いました。

２．長安口ダム改造事業の目的と概要
本改造事業の目的は 3 点あります。1 点目は、
予備放流水位（長安口ダムは、洪水調節容量の全
量を予備放流により確保する運用を行っている）
を下げ、洪水調節容量を増加させるとともに、洪
水調節容量を適正に活用できるように低い水位で
の放流能力を増強する事により治水機能の強化
を図る（洪水調節開始時の放流量 5,000m3/s の確
保）とともに、新たに設定するダム設計洪水流量
（9,200m3/s）に対応するためクレストゲートを増
設する計画です。2点目は、貯水池上流の堆積土
砂を除去して容量の減少を食い止めるとともに、
容量の使い方の見直しにより利水機能の強化を図
ることです。3点目は、選択取水設備を新設する
ことにより洪水後の濁水長期化を軽減し、水環境
の改善を図ることです。
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３．長安口ダム改造事業の特徴
本改造事業では、既設洪水吐 6門の右岸山側の

既設堤体に高さ約 30mという大規模な切削を行
い、幅 10m ×高さ 19.6m、幅 10m ×高さ 20.5m
のクレストゲート 2門を新設します。既設ダム本
体の大規模切削としては、国内最大級の工事です。
工事にあたっては、ダム下流の利水に影響を与え
ないように貯水位を保ったまま工事を実施する必
要があり、従来の仮設方法では規模が大きく不経
済となることから、新設する洪水吐きの予備ゲー
トを先行してダム堤体上流側に設置し、流水遮断
（仮締切）を行った後に堤体を切削し、洪水吐き
ゲートを設置することとしています。今年度より
堤体切削時の仮締切に着手していますが、施工に
おいては約 30mの水深で高精度な施工が要求さ
れます。
また、本改造事業では、減勢工の改造を行うこ

ととしております。長安口ダムでは、ダム設計洪
水流量が 9,200m3/s、計画最大放流量が 7,400m3/

s であり、他ダムと比較しても減勢工の対象流量
が非常に大きいため、減勢工の側壁高の設定にあ
たり、ダム設計洪水流量時の平均水位と計画最大
放流量時の最高水位の高い側の水位をカバーする
側壁高を検討した結果、約 44mの巨大な側壁が
必要となるため、計画最大放流量時に一定程度
の越水を許容する構造を検討し、側壁高さを約
30mに抑制する計画としました。

長安口ダム改造事業の概要

減勢工の改造

H25.1 時点の施工状況
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４．起工式
平成 25 年 1 月 26 日、長安口ダム貯水池に設置

した仮設構台において、長安口ダム改造事業の起
工式を開催しました。また、当日は、徳島県知事、
地元選出の国会議員、那賀町長、阿南市長、地元
関係者並びに工事関係者など約 110 名の方々の参
加のもと執り行われました。
起工式は、四国地方整備局長の式辞で始まり、

水管理・国土保全局長の挨拶、那賀川河川事務所
長の工事概要説明、御来賓からの祝辞に引き続き、
徳島県知事、地元選出国会議員、県議会議長、那
賀町長、阿南市長など 19 名による、はつぐわ及
びくす玉開披が行われ、事業の無事完了を祈念し
ました。
その後、上那賀町民グラウンドにおいて、地元

阿南市、那賀町からなる「那賀川改修・長安口ダ
ム改造促進期成同盟会」の主催によるもち投げが
行われ約 150 名の参加者で賑わいました。

５．おわりに
地元関係者の皆様、関係機関の皆様をはじめ、
関係の方々の多大なるご支援とご協力を賜り、本
年度より予備ゲート設備の設置工事に着手するこ
ととなり、この度起工式を迎えることが出来まし
た。厚く御礼申し上げます。
今後は、環境の保全、工事の安全に十分に配慮
しつつコスト縮減に努め、先進的な技術の蓄積を
行いながら、平成 30 年度完成を目指して、事業
を推進していく所存でございます。引き続きご支
援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

足立 水管理・国土保全局長の挨拶

飯泉 徳島県知事の祝辞はつぐわ、くす玉開披

貯水池に設置した仮設構台上での起工式
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茨城県　袋田の滝

茨城県　五浦六角堂

富山県　雨晴海岸

いずれの写真もOBの伊藤様から提供
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〈全水連だより〉

通常総会の開催日が変更となりました。ＨＰの行事予定（スケジュール）をご覧下さい。

全水連の行事予定をＨＰに掲載しておりますが、諸般の都合により変更となる場合がありますので、会員
の皆様は定期的に確認をお願いいたします。通常総会の他にも今後一部変更となる事が予想されますので必
ずお願いいたします。
会員登録についてのお願いでございますが、担当者の皆様が必ずしも会員当録されておる状況ではありませ

ん。機関誌「治水」には一種正会員の都道府県や、二種正会員の市町村や地方組織の方々から積極的に協力を
得て、各地方の行事やニュースを寄稿して頂いており、写真や資料を併せて掲載させて頂ております。ＨＰに
は過去１２年間に発行した「治水」を掲載しておりますので、ＨＰをご覧頂きますようお願いいたします。
また、下部組織の事務所等が会員登録されますと、郵便で配送する手間も費用もかかりませんので、各事

務所等（複数の職員も）が会員登録されますことをお勧めいたします。
現在も国交省の事務所や各県の河川課やＯＢの皆様から寄稿を頂いておりますが、会員相互の情報の交換

コーナーとして積極的にご利用頂けますよう、皆様のさらなる会員登録とご協力をお願いいたします。
今後予定されている当連合会の、「通常総会」、「各地方の治水大会」、「治水事業促進全国大会」へは、多

くの会員の皆様のご参加を頂きますようお願い申し上げます。
　
	 全国治水期成同盟会連合会事務局長　下川

	 zensuiren@k2.dion.ne.jp

平成２５年度　全水連行事予定
（平成２５年	２月１３日現在）

																																																															 国治水期成同盟会連合会
																																													　　　　　　

平成２５年度の通常総会の開催日が、諸般の都合により変更となりました。
	 ・５月３１日 ( 金 ) から５月２７日 ( 月 )
	 ・場所は変更ありません。（シェーンバッハ・サボー：砂防会館別館）　
	 ・詳細は決まりましたら正式にご案内いたします。
		
平成２５年度　全水連行事予定	（平成２５年２月１３日現在）
変更する場合がありますので：行事予定（スケジュール）：をご覧下さい。

		　			　４月２４日 ( 水 )				 全水連春季理事会	 麹町会館
				　	　５月２７日 ( 月 )				 第６５回全水連総会					 砂防会館							
	 １０月１０日 ( 木 )				 全水連秋季理事会							 麹町会館
				 １０月２５日 ( 金 )						 　四国地方治水大会		　	松山市
					 １０月２９日 ( 火 )						 　九州地方治水大会		　	長崎市
					 １１月　１日 ( 金 )						 　東北地方治水大会		　	青森市
					 １１月　５日 ( 火 )　　		　中国地方治水大会		　	岡山県
					 １１月　８日 ( 金 )					 　近畿地方治水大会		　奈良市
					 １１月１１日 ( 月 )						 　中部地方治水大会				 岐阜市
					１１月２９日 ( 金 )				 治水事業促進全国大会			砂防会館別館


